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「
自
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摯
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『
東
日
本
大
震
災
と
向
き
あ
っ
て
』

『
東
日
本
大
震
災
と
向
き
あ
っ
て
』

　

硬
式
野
球
部
の
高
橋
善
正
監
督
と
選
手

５
人
が
６
月
18
、
19
の
両
日
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
福
島
県
小
野
町
と
い
わ

き
市
を
訪
れ
、
夏
の
甲
子
園
出
場
を
目
指

す
福
島
県
立
高
校
３
校
の
連
合
チ
ー
ム
を

激
励
す
る
と
と
も
に
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

を
慰
問
し
て
野
球
教
室
を
開
い
た
。

　

被
災
地
を
訪
ね
た
の
は
、
高
橋
監
督
と

渡
邊
洋
平（
商
４
＝
日
大
東
北
高
校
出
身
）、

西
銘
生
悟（
法
３
＝
沖
縄
尚
学
高
校
出
身
）、

飯
田
大
祐
（
商
３
＝
常
総
学
院
高
校
出

身
）、島
袋
洋
奨（
商
１
＝
興
南
高
校
出
身
）、

被
災
の
福
島
県
立
高
校
連
合
チ
ー
ム
を
激
励

硬
式
野
球
部
の
高
橋
監
督
と
渡
邊
投
手
ら
５
人

慶
田
城
開
（
商
１
＝
興
南
高
校
出
身
）
の

選
手
５
人
。

野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
依
頼
に
、監
督
が
快
諾

　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
東
北
地
区
の
佐
藤
文
孝

会
長
か
ら
高
橋
監
督
に
、
被
災
地
の
球
児

た
ち
へ
の
激
励
の
依
頼
が
あ
り
、
監
督
が

快
諾
し
た
。
当
日
は
野
球
部
の
全
体
練
習

初
日
だ
っ
た
が
、
福
島
・
相
馬
市
出
身
の

渡
邊
選
手
は
じ
め
５
人
が
被
災
地
訪
問
に

参
加
し
た
。

　

高
橋
監
督
ら
一
行
が
18
日
に
訪
ね
た
の

は
、
小
野
町
の
県
立
小
野
高
校
で
、
グ
ラ

ン
ド
で
は
双
葉
翔
陽
、
富
岡
、
相
馬
農
の

３
校
連
合
チ
ー
ム
「
相
双
連
合
」
が
練
習

を
行
っ
て
い
た
。
３
校
は
福
島
第
一
原
発

の
警
戒
区
域
な
ど
に
あ
り
、
部
員
の
転
校

な
ど
で
選
手
が
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
、

日
本
高
野
連
の
特
例
措
置
で
連
合
チ
ー
ム

の
結
成
が
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
夏
の
甲

子
園
全
国
大
会
に
出
場

す
る
福
島
県
代
表
を
決

め
る
県
大
会
が
７
月
13

日
に
開
幕
す
る
の
を
控

え
、
連
合
チ
ー
ム
が
全

体
練
習
を
行
っ
て
い
た
。

「
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、

あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
で
迎
え
ら

れ
た
高
橋
監
督
と
選
手
５
人
は
、
シ
ー
ト

ノ
ッ
ク
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
練
習
を
手

伝
っ
た
。

　

連
合
チ
ー
ム
は
慣
れ
な
い
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
い
る
な
か
で
懸
命
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
投
手
の
島
袋
選
手
は
、
先
発

投
手
の
心
構
え
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
渡

邊
選
手
は
「
ち
ょ
っ
と
で
も
上
手
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
助
言
し
た
。
高
校
生

た
ち
の
反
応
は
素
直
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

よ
く
聞
い
て
く
れ
た
」
と
話
す
。

グ
ラ
ン
ド
周
り
に
残
る
瓦
礫
の
山

　

19
日
は
い
わ
き
市
で
、
市
内
の
小
中
学渡邊洋平選手
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生
の
野
球
チ
ー
ム
を
相
手
に
野
球
教
室
を

開
い
た
。
海
の
近
く
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
の

周
り
に
は
、
津
波
で
流
さ
れ
た
瓦
礫
が
山

に
な
っ
て
お
り
、
大
震
災
の
爪
痕
が
残
っ

て
い
る
。

　

渡
邊
選
手
と
島
袋
選
手
は
ピ
ッ
チ
ン
グ

を
教
え
、
飯
田
選
手
と
西
銘
選
手
は
、
そ

れ
ぞ
れ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
内
野
手
の
守
備

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。
高
橋
監
督
も

直
々
に
熱
っ
ぽ
く
指
導
。
小
中
学
生
は
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
嬉
し
そ
う
に
応
え
て
い

た
。

　

「
子
供
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
み

て
、
満
足
な
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

当
た
り
前
と
感
じ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
好
き
な
野
球
が
で
き
る
の

は
、
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
か

ら
で
、
周
り
へ
気
配
り
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
」

　

こ
う
語
る
渡
邊
選
手
は
、
被
災
地
で
の

球
児
と
の
交
流
を
体
験
し
て
、
野
球
に
取

り
組
む
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
た
。

（
学
生
記
者　

渡
辺
紗
紀
＝
法
学
部
２
年
）

「
巨
大
災
害
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
で
シ
ン
ポ
開
く

復
旧
・
復
興
を
公
共
政
策
の
視
点
か
ら
考
え
る

　

中
央
大
学
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科
は

独
立
行
政
法
人
・
防
災
科
学
技
術
研
究
所

と
の
共
催
で
６
月
26
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で｢

巨
大
災
害
の
リ
ス
ク

ガ
バ
ナ
ン
ス
〜
東
日
本
大
震
災
の
応
急
対

応
か
ら
復
旧
・
復
興
を
公
共
政
策
の
視
点

か
ら
考
え
る
〜｣

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
い
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
岩
手
県
遠
野
市
の
本

田
敏
秋
市
長
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の

佐
藤
隆
雄
研
究
員
、
時
事
通
信
社
仙
台
支

社
の
名
越
健
郎
支
社
長
を
招
き
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
防
災
科
学
技
術
研

究
所
の
長
坂
俊
成
主
任
研
究
員
（
公
共
政

策
研
究
科
兼
任
講
師
）
が
進
行
役
を
務
め

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
学
内
外
か
ら
多

数
が
参
加
し
、
広
い
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
、

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

「
10
の
緊
急
対
応
提
言
」

　

最
初
に
佐
藤
氏
が
、
今
回
の
大
震
災
の

初
期
対
応
に
つ
い
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
そ
う
と
し
て
も
、「
津
波

で
何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
た
め
初

期
対
応
が
遅
れ
た
と
の
見
解
を
表
明
し
、

新
た
な
災
害
に
備
え
る
た
め
の
「
10
の
緊

急
対
応
提
言
」
を
示
し
た
。

　

提
言
で
は
、「
早
急
に
情
報
通
信
設
備

を
供
給
す
る
」「
直
ぐ
に
給
油
車
を
配
備
し
、

ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
各
燃
料
を
供
給
す

る
」「
深
刻
な
食
料
不
足
の
状
況
を
解
消

す
る
」「
全
国
の
自
治
体
・
水
道
局
に
タ

ン
ク
車
の
派
遣
を
要
請
し
、
支
援
エ
リ
ア

を
調
整
し
て
水
の
供
給
を
直
ち
に
す
る
」

「
常
備
薬
や
必
要
な
薬
を
ヘ
リ
空
輸
で
供

給
す
る
」
な
ど
を
提
案
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
情
報
発
信
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
別
に
エ
リ
ア
を

分
け
る
こ
と
で
、
被
災
者
ら
が
よ
り
詳
し

本田敏秋氏（左）と、名越健郎氏（右）

佐藤隆雄氏（左）、長坂俊成氏（右）
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い
情
報
が
取
れ
て
、
安
否
確
認
も
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
宮
城
県
に
災
害
支
援
本
部

が
設
置
さ
れ
た
の
は
４
月
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
」
と
対
応
の
遅
れ
を
指
摘
し
、「
政

府
は
各
県
に
現
地
対
策
本
部
を
設
け
て
情

報
集
約
す
べ
き
だ
」
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

　

加
え
て
佐
藤
氏
は
、
初
期
対
応
で
注
目

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
①
関
西
広
域
連

合
の
地
域
分
担
に
よ
る
被
災
地
支
援
②
岩

手
県
遠
野
市
が
行
っ
た
後
方
支
援
拠
点
の

設
置
③
岩
手
県
住
田
市
が
設
置
し
た
地
元

県
産
材
＆
地
元
工
務
店
に
よ
る
応
急
仮
設

住
宅
、
の
３
つ
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
を
評
価
し
た
。

遠
野
市
の
被
災
地
後
方
支
援

　

次
に
本
田
市
長
が
、
自
ら
陣
頭
指
揮
し

た
遠
野
市
の
「
沿
岸
被
災
地

後
方
支
援
」
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
本
田
市
長
は
、
ま
ず

遠
野
市
が
岩
手
県
の
中
心
に

位
置
し
、
沿
岸
と
内
陸
と
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
あ
る
と

い
う
地
理
的
条
件
と
、
地
盤

が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
、
遠
野
市
が
果
た
す

役
割
と
し
て
「
被
災
地
後
方

支
援
」
を
挙
げ
た
。

　

遠
野
市
に
は
大
震
災
発
生

後
間
も
な
く
、
陸
上
自
衛

隊
は
じ
め
、
大
阪
や
沖
縄
な
ど
か
ら
消
防

援
助
隊
や
医
療
チ
ー
ム
な
ど
３
５
０
０
人

（
３
月
20
日
現
在
）
が
集
結
。
そ
の
結
果
、

本
田
市
長
は
「
減
災
の
活
動
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

遠
野
市
の
後
方
支
援
が
減
災
に
役
立
っ
た

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

本
田
市
長
は
３
月
11
日
の
大
震
災
か
ら

一
夜
が
明
け
た
12
日
朝
7
時
、
市
職
員
全

員
を
集
め
て
、「
命
が
か
か
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
命
が
け
で
支
援
活
動
を
が
ん
ば

ろ
う
」
と
指
示
。
そ
し
て
「
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
よ
け
れ
ば
い
い
、
と
い
う
考
え
で

は
や
っ
て
い
け
な
い
」
と
の
考
え
か
ら
、

職
員
に
命
じ
て
、
お
に
ぎ
り
14
万
食
分
を

は
じ
め
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
粉
ミ
ル
ク
、

ロ
ー
ソ
ク
、
乾
電
池
な
ど
の
支
援
物
資
を

被
災
者
に
届
け
る
活
動
を
し
た
こ
と
を
報

告
。

　

ま
た
、
発
生
か
ら
数
週
間
が
経
つ
と
、

被
災
地
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
、
行

政
の
対
応
に
は
限
界
が
で
て
き
た
た
め
、

「
息
長
く
、き
め
細
か
な
支
援
は
民
間
じ
ゃ

な
き
ゃ
ダ
メ
」
と
、
そ
う
し
た
支
援
を
民

間
に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
、
本
田
市
長
は

「
制
度
や
手
続
き
を
越
え
た
支
援
が
必
要

だ
」
と
指
摘
。
災
害
救
助
法
や
食
品
衛
生

法
、
医
師
法
、
建
築
基
準
法
、
危
険
物
取

扱
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
に
よ
る
規

制
が
、
後
方
支
援
を
妨
げ
た
こ
と
を
例
に

あ
げ
、「
現
場
で
は
、
命
を
守
る
た
め
に

は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

現
場
判
断
に
目
を
つ
む
る
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
い
」
と
述
べ
て
、
緊
急
時
の

〝
超
法
規
的
措
置
〞の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

生
死
分
け
た
危
機
管
理
意
識

　

続
い
て
、
名
越
支
社
長
が
被
災
現
場
の

取
材
を
通
し
て
得
た
危
機
管
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
被
災
現
場
の
写
真
を
使
っ
て
、

解
説
し
な
が
ら
報
告
し
た
。

　

東
日
本
大
地
震
で
は
、
津
波
に
襲
わ
れ

て
車
が
家
屋
の
屋
根
の
上
に
乗
っ
か
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
家
一
軒
が
そ
の
ま
ま
流
さ

れ
て
数
キ
ロ
離
れ
た
丘
に
移
動
す
る
な
ど

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
光
景
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
み
ら
れ
た
。
海
に
向
か
っ
て
倒

れ
る
家
は
、
津
波
の
引
き
波
の
強
さ
を
物

語
る
。
丘
に
あ
る
病
院
の
１
階
ま
で
浸
水
、

電
車
は
数
メ
ー
ト
ル
も
流
さ
れ
た
。

ほぼ満席となったシンポジウム
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こ
う
し
た
被
災
現
場
の
写
真
を
紹
介
し

な
が
ら
名
越
支
社
長
は
、「
危
機
管
理
意

識
が
生
死
の
明
暗
を
分
け
た
」
と
指
摘
し

た
。

　

宮
城
県
三
陸
町
で
は
、
防
災
放
送
で
町

民
に
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
続
け
、

津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
町
役
場
職
員
の
遠

藤
未
希
さ
ん
の
勇
気
あ
る
行
動
が
、
多
く

の
命
を
救
っ
た
。
一
方
、
石
巻
市
の
大
川

小
学
校
で
は
、
全
校
児
童
の
う
ち
大
多
数

が
死
亡
、
行
方
不
明
に
な
る
と
い
う
悲
劇

を
生
ん
だ
。

　

名
越
支
社
長
は
「
学
校
の
防
災
対
策
、

リ
ス
ク
管
理
の
遅
れ
を
教
訓
に
す
べ
き

だ
」
と
強
調
。「
天
災
も
大
き
か
っ
た
が
、

人
災
も
大
き
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
長
坂

氏
が
、「
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
支
え
る

官
民
協
働
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に

つ
い
て
説
明
。
ま
た
復
興
計
画
の
あ
り
方

に
つ
い
て
佐
藤
氏
は
、「
自
分
た
ち
の
集

落
は
自
分
た
ち
で
決
め
て
い
く
。
被
災
者

主
体
の
復
興
を
基
本
と
す
べ
き
だ
」
と
強

調
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
最
後
に
パ
ネ
リ
ス

ト
と
会
場
の
参
加
者
と
の
間
の
質
疑
応
答

が
あ
り
、
長
時
間
に
わ
た
っ
た
熱
心
な
討

議
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

佐
武
祥
子
＝
法
学
部
２
年
）

公
共
政
策
研
究
科
が
復
興
支
援
で
勉
強
会
開
く

「
行
政
」
と「
民
間
」
の
立
場
か
ら
実
地
報
告

　

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
自
身
の
関

わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強
会
（
公
共

政
策
白
門
会
主
催
）
が
６
月
26
日
、
大
学

院
公
共
政
策
研
究
科
が
あ
る
市
ヶ
谷
田
町

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　

勉
強
会
に
は
、
文
部
科
学
省
や
東
京
都

庁
の
職
員
、
市
議
会
議
員
、
そ
れ
に
民
間

企
業
で
働
く
修
了
生
ら
約
20
名
が
出
席
し

た
ほ
か
、
同
研
究
科
の
教
授
も
参
加
。
東

日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
関
わ
っ
て
い

る
卒
業
生
２
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
復
興
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
、

討
論
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
東
京
都
庁
に
勤
務
す
る
富

永
真
美
子
さ
ん
（
２
０
０
８
年
卒
）
が
、

行
政
の
立
場
か
ら
報
告
。
都
庁
で
勤
務
中

に
３
月
11
日
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
富

永
さ
ん
は
、
震
災
後
す
ぐ
に
、
災
害
対
策

要
員
と
し
て
、
都
内
の
市
区
町
村
に
対
し

被
災
状
況
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
交

通
マ
ヒ
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
の
対
応
な
ど

に
あ
た
っ
た
。

　

都
の
総
合
防
災
部
で
は
、
将
来
起
こ
り

う
る
大
地
震
を
想
定
し
て
い
た
が
、
東
日

本
大
震
災
で
は
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
「
『
想
定
外
』
の
事
態
の
対
応
に
追
わ

れ
た
」
と
い
う
。
停
電
で
エ
レ
ベ
ー
タ
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、
高
層
階
の
備
蓄
倉

庫
に
あ
る
乾
パ
ン
や
毛
布
、
水
な
ど
の
緊

急
物
資
を
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一

夜
が
明
け
た
朝
８
時
に
な
っ
て
、
や
っ
と

帰
宅
困
難
者
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

富
永
さ
ん
は
、「
震
災
当
日
に
ス
ム
ー

ズ
に
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
を
改
善
す
る

の
が
今
後
の
課
題
」
と
し
た
う
え
で
、
被

災
し
た
地
方
自
治
体
に
は
「
震
災
復
興
に

耐
え
る
だ
け
の
財
源
が
な
い
」
と
指
摘
。

「
首
都
東
京
」
と
し
て
、
各
地
方
自
治
体

と
の「
水
平
的
協
力
」の
取
り
組
み
を
行
い
、

復
興
支
援
を
進
め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、礒
崎
初
仁
教
授
は「
水

平
的
協
力
で
東
京
都
民
と
被
災
地
住
民
が

協
力
し
、
復
興
に
取
り
組
む
の
は
重
要
な

こ
と
」
と
し
な
が
ら
も
、「
自
治
の
観
点

か
ら
、
支
援
が
長
期
化
す
る
の
が
双
方
に

と
っ
て
よ
い
こ
と
な
の
か―

と
い
う
点
は
、

議
論
の
余
地
が
あ
り
、
私
達
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
勤

務
す
る
原
口
和
徳
さ
ん（
２
０
０
７
年
卒
）

が
、
民
間
企
業
の
立
場
か
ら
、
復
興
支
援

並
び
に
公
共
政
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
。
原
口
さ
ん
は
、
民
間
企
業
は
公

的
機
関
と
比
較
す
る
と
、
被
災
後
に
通
常

業
務
に
戻
る
デ
ィ
カ
バ
リ
ー
が
早
い
、
と

指
摘
。

　

た
だ
、
復
興
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
業
務
命
令
と
す
る
か
、
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社
員
の
自
主
性
に
任
せ
る
か
、
と
い
っ
た

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
を
例
に
あ
げ
、

「
営
利
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
し
て
、

復
興
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に
制
約
を
受

け
て
し
ま
う
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、「
社
会
貢
献
す
る
役
割

も
担
っ
て
い
る
」
企
業
の
立
場
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
得
意
分
野
を
活
か
し

て
、
公
共
性
の
あ
る
企
業
活
動
を
行
っ
て

い
く
必
要
性
を
強
調
し
た
。

（
学
生
記
者　

梶
原
麗
奈
＝
公
共
政
策
研

究
科
修
士
１
年
）

「
第
一
線
の
研
究
者
が
語
る
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」

理
工
学
研
究
所
が
特
別
講
演
会
開
く

　

「
第
一
線
の
研
究
者
が
語
る
３
・
11
東

日
本
大
震
災
」と
題
し
た
特
別
講
演
会（
中

央
大
学
理
工
学
研
究
所
主
催
）
が
7
月
14

日
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号
館
で
開
か

れ
た
。
震
災
後
、
防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
、
経
済
復
興
な
ど
多
く
の
課
題
が
突
き

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
講
演
会
で
は
地
震

学
、
津
波
、
液
状
化
、
地
震
防
災
の
分
野

に
焦
点
を
絞
り
、
著
名
な
研
究
者
４
名
が

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

予
知
の
計
算
外
の
大
地
震

　

は
じ
め
に
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
大

木
聖
子
助
教
が
、
地
震
学
の
立
場
か
ら
今

回
の
大
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

　

大
木
助
教
は
、
日
本
周
辺
に
は
ユ
ー
ラ

シ
ア
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
、

太
平
洋
の
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、
東

日
本
大
地
震
は
プ
レ
ー
ト
の
断
層
面
で
の

急
激
な
滑
り
運
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
と

解
説
。
そ
の
う
え
で
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
」
の
地
震
か
を

発
生
前
に
知
ら
せ
る
地
震
予
知
に
触
れ
て
、

今
回
の
よ
う
な
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
は
「
誰
も
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
語
り
、
想
定
外
の

大
地
震
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

地
震
予
知
は
、
過
去
に
観
測
さ
れ
た
地

震
波
の
記
録
や
古
文
書
、
活
断
層
で
の
ト

レ
ン
チ
な
ど
の
資
料
を
参
照
し
て
算
出
す

る
が
、
今
回
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の

大
地
震
が
発
生
し
た
東
日
本
太
平
洋
側
は

長
期
評
価
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
３
と

予
知
さ
れ
て
い
た
。

　

大
木
助
教
は
、「
予
知
の
計
算
上
は
Ｍ

９
・
０
に
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
予

知
の
実
力
不
足
だ
っ
た
。
地
震
学
の
実
力

を
痛
感
し
た
」
と
反
省
。
理
論
的
に
起
こ

ら
な
い
こ
と
が
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

２
０
０
４
年
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
１

を
観
測
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
触
れ
、

「
あ
の
時
に
、
予
想
外
の
地
震
を
検
証
す

る
と
い
う
科
学
の
基
本
を
怠
っ
た
我
々
に

責
任
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

三
重
の
防
御
を
破
っ
た
大
津
波

　

次
に
沿
岸
防
災
を
研
究
し
て
い
る
早
稲

田
大
学
理
工
学
術
院
の
柴
山
知
也
教
授
は
、

今
回
の
津
波
被
害
に
つ
い
て
４
回
、
現
地

調
査
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
講
演
。「
三

陸
は
津
波
の
備
え
を
し
た
つ
も
り
だ
っ
た

柴山教授（左）と大木助教（右）

目黒教授（左）と東畑教授（右）
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が
、
三
重
の
防
御
を
す
べ
て
破
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
慙
愧
に
堪
え
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
う
え
で
柴
山
教
授
は
、「
非
常
に

広
い
範
囲
で
高
い
津
波
が
襲
っ
た
」
の
が

今
回
の
特
徴
と
し
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
屋

上
ま
で
浸
水
し
た
南
三
陸
町
志
津
川
地
区

や
、
高
さ
17
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
浸
水
で
高
台
に
あ

る
女
川
町
立
病
院
の
１
階

ま
で
水
に
襲
わ
れ
た
こ
と

な
ど
、
各
地
の
津
波
被
害

を
報
告
し
た
。

　

そ
し
て
、「
今
回
の
津

波
の
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

分
析
し
て
今
後
の
防
災
対

策
に
生
か
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
」
と
指
摘
。

具
体
的
に
は
防
災
機
能
を

備
え
た
社
会
基
盤
施
設
の

再
建
や
三
つ
の
防
御
（
防

波
堤
、
防
潮
堤
、
避
難
ビ

ル
）
の
効
果
の
検
証
な
ど

を
あ
げ
、「
想
定
値
に
縛

ら
れ
ず
に
、
そ
れ
を
超
え

る
津
波
が
来
た
時
の
避
難
計
画
を
あ
ら
か

じ
め
立
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と
強
調

し
た
。

都
市
膨
張
に
よ
る
液
状
化
災
害

　

続
い
て
液
状
化
防
災
に
つ
い
て
東
京
大

学
大
学
院
の
東
畑
郁
生
教
授
が
、「
都
市

膨
張
に
よ
り
液
状
化
が
災
害
に
な
っ
た
」

と
説
明
。
過
去
の
大
地
震
に
伴
う
液
状
化

災
害
の
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
液
状

化
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
は
、
締
め
固
め
と

呼
ば
れ
る
粒
子
間
の
隙
間
を
小
さ
く
す
る

方
法
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説
し

た
。
し
か
し
、
液
状
化
の
危
険
が
あ
る
地

域
で
も
コ
ス
ト
の
問
題
で
そ
の
よ
う
な
対

策
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。

　

今
回
、
仙
台
市
の
盛
土
部
や
千
葉
県
浦

安
市
の
埋
め
立
て
地
な
ど
「
広
域
で
か
つ
、

多
数
の
被
害
」
が
出
た
こ
と
か
ら
、
東
畑

教
授
は
「
液
状
化
の
危
険
が
な
い
と
さ
れ

て
い
た
地
域
に
お
い
て
も
建
物
が
傾
く
な

ど
の
被
害
が
出
て
い
た
た
め
、
各
地
方
自

治
体
は
も
う
一
度
地
域
ご
と
の
危
険
度
に

つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言

し
た
。

防
災
対
策
の
転
機
に

　

ま
た
、
東
京
大
学
大
学
院
の
目
黒
公
郎

教
授
が
今
回
の
大
震
災
の
持
つ
意
味
に
つ

い
て
、
私
見
を
交
え
て
講
演
。
こ
の
な
か

で
、
防
災
対
策
を
実
現
す
る
に
は
、「（
研

究
以
外
で
）
賛
同
者
を
つ
く
る
活
動
が
大

切
」
と
指
摘
し
、
具
体
的
に
は
議
員
連
盟

の
設
立
支
援
、
防
災
士
の
育
成
支
援
（
全

国
で
４
万
６
０
０
０
人
）、Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
（
世

界
地
震
安
全
推
進
機
構
）
へ
の
活
動
、
分

か
り
易
い
情
報（
絵
本
・
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
）

の
提
示
・
出
版
防
災
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
と

育
成―

な
ど
を
挙
げ
た
。

　

目
黒
教
授
は
、
今
回
の
大
地
震
が
防
災

対
策
の
「
大
き
な
転
機
に
な
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
う
え
で
、
復
旧
・
復
興
対
策

に
つ
い
て
は
「
局
所
最
適
解
と
全
体
最
適

解
の
関
係
」
が
あ
る
と
指
摘
。「
被
災
者

が
『
元
通
り
が
い
い
』
と
言
う
が
、
本
当

に
元
と
同
じ
で
い
い
の
か
」
と
疑
問
を
投

げ
か
け
て
、
日
本
全
体
か
ら
み
た
被
災
地

の
復
興
を
考
え
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
会
場
の
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
活
発
な
質
疑
応

答
で
講
演
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

田
中
佑
樹
＝
理
工
学
部
２

年
）

活発な質疑応答も行われた特別講演会


